恩賜林組合からの補助金についての

チェックリスト
	□
	１
	団体の構成員や事業の参加者に対して、恩賜林組合から補助金があったこと、また、この補助金は恩賜林組合とその住民が富士山北面における入会権を主張し行使していることによって生ずる演習場などからの収入が元になっていることを伝えること。

	□
	２
	恩賜林組合からの補助金は、金額の多寡を問わず、地方公共団体である入会統制管理団体からの事業への公金の注入であることを承知しておくこと。

	□


	３


	補助金は、そもそも事業を立ち上げるにあたって財政的支援をし、自立を促すという性格のものであるので、今後も、恒常的に同一事業に補助がなされるというものではないことを承知しておくこと。

	□
	４
	収入及び支出は、恩賜林組合に提出した予算書に従って行うこと。

	□
	５
	事業の収入及び支出の明細を記録し、後日恩賜林組合から問い合わせがある場合に備えること。

	□
	６
	支出にあたっては、必ず領収書を受け取ること。

特に、予算書にある「謝礼」を支出した場合も税務上のこともあるので、領収書を受け取ること。

	□
	７
	領収書のあて名は、補助金申請団体の名称であること。

	□
	８
	領収書等を受け取れない場合（電車の切符や自動販売機等）は、「支払証明書」に必要事項（支払日、支払先、金額、支払内容、作成者）を明記した上で、他の参考書類も併せて保管すること。

	□
	９
	行事や会議の後の夕食代、反省会の費用、懇親会の費用、これらに類する飲食費はこの事業会計から支出しないこと。

	□
	10
	予算書にある飲食費の支出は、必要最小限のものに限ること。

	□
	11
	事業の模様を写真数枚に記録すること。

	□
	12
	事業が終了してから１か月以内に「補助事業実績報告書」を恩賜林組合に提出すること。

	□
	13
	「補助事業実績報告書」には、決算書、参考資料、写真、領収書のコピー、（必要な場合は「支払証明書」）を添付し、丁寧な報告書となるよう心がけること。
なお、領収書のコピーは支出の項目ごとにまとめること。

※但し、規約等に監事及び監査委員が定められている場合は、監査結果を添付することにより領収書のコピーと見なす。

	□
	14
	事業が終了して剰余金、繰越金を生じた場合、または１か月以内に報告書を提出しなかった場合は、恩賜林組合から補助金返還の指示や次回から補助されないことがあることを承知しておくこと。

	□
	15
	不明な点がある場合は、恩賜林組合企画課（電話番号２２－３３５５）
に問い合わせること。


